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行政報告 

（令和７年 第２回 議会定例会） 

 

 皆様、おはようございます。 

 令和７年 第２回 議会定例会を召集申し上げたところ、

議員各位には、何かとお忙しい中、ご出席を賜り、厚くお礼

を申し上げます。 

 定例会の開会に当たり、ご挨拶を兼ね、行政諸般の報告を

させていただき、議員各位並びに、町民の皆様のご理解と、

ご協力をお願い申し上げます。 

 

 さて、町ではこのほど、新しい学校教育の環境整備に向け、

住民説明会を町内３カ所で、また、保護者向け説明会を、各

学校区
が っ こ う く

で、それぞれ１回、計５回を実施し、今後の方向性に

ついて、町民の皆様に説明してまいりました。 

 加えて、パブリックコメント等を実施し、広くご意見を伺

うこととしております。その中で、いただいた、ご意見を踏

まえながら、事業を着実に、推進していくため、今回、その

一環としまして、熱川中学校、隣接地の測量設計業務に係る
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委託料を、補正予算に計上しておりますので、ご審議のほど、

よろしくお願いいたします。 

 学校統合につきましては、今後、精査すべき課題の解決が

必要となってまいりますが、議会並びに町民の皆様からの、

ご意見を賜
たまわ

りながら、当町にふさわしい学校の在り方を、模

索してまいりますので、ご理解・ご協力を、よろしく、お願

いいたします。 

 

 ここからは、それぞれ分野ごとに、行政諸般の報告をいた

します。 

 はじめに、地域公共交通関係についてですが、「ノッカル

ひがしいず」は、昨年１２月から、稲取地区の運行、及び、

エリア間移動を、開始いたしました。これにより、月平均、

２０運行・２３人程度の利用に、留
と ど

まっていたものが、令和

７年３月には１０３運行・１６４人、翌４月には８７運行・

１４６人の利用へと、順調に実績を伸ばしてまいりました。 

 

 また、６月２日から１３日まで、「ナイトノッカル」の実

証事業を実施しております。夜間２０時から、２３時までの
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運行、１時間前までの当日予約、現金での精算が可能であり、

利便性を高めた内容で行いました。 

 本年度は「ノッカルひがしいず」以外にも、巡回型のグリ

ーン・スロー・モビリティの、実証実験を実施する予定です。

今後も、地域交通の利便性を、さらに高め、高齢者が運転免

許を返納しても、安心して移動できる環境を整え、観光客や

移住者を含め、すべての方が、快適に移動できる地域づくり

を進めてまいります。 

 

 次に、地域おこし協力隊関係についてですが、現在、当町

では、９名の協力隊に、ご活躍いただいております。しかし

ながら、依然として、様々な分野での人材不足が、大きな課

題となっており、今後も、積極的な採用を進めて、地域の活

性化に、取り組んでまいりたいと考えております。 

 

 白田片瀬地区、コンパクトシティ関係では、昨年度、白田

片瀬地区において、計５回の検討会議を開催いたしました。

人口減少が進み、空き家は今後、益々、増加すると見込まれ

ることから、コンパクトな、まちづくりを目指し、地域の力
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を活
い

かしながら、将来像、ゾーニング等について、検討を行

ってまいりました。 

 会議の成果として、取りまとめたレポートは、町のホーム

ページに掲載し、周知に努めており、今後、グランドデザイ

ン等を作成する際は、このレポートを参考資料として、活用

してまいります。 

 

 「よりみち１３５」の関係につきましては、３月２９日、

３０日及び５月１８日に、バザーイベント「よりみちノミの

いち」を開催し、売上は合計８万５千６００円に上
の ぼ

りました。

ご協力いただきました皆様には、心より感謝申し上げます。

今後、同施設の整備を図っていく上で、備品購入等の経費に

充
あ

ててまいります。 

 

 また、５月のイベントでは、おもちゃの交換会、提案ワー

クショップ等も、実施いたしました。今後の工事に向けて、

町民の皆様との関わりを深め、「よりみち１３５」が、親し

まれる施設となるよう、取り組んでまいります。 
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 次に、税務関係ですが、令和６年度、個人住民税は、納税

者、及び、控除
こ う じ ょ

対象配偶者を含めた、扶養親族１人につき、

個人住民税、所得割１万円の、定額減税を、実施した影響に

よる減に加え、固定資産税は、３年に一度の、評価替えの、

基準年度と、なっていた影響により、町税全体の調定額
ちょうていがく

が、

大幅減となり、町税全体の収入額も、減少いたしました。 

 本年度は、令和６年度に実施いたしました、定額減税補足
て い が く げ ん ぜ い ほ そ く

給付金
き ゅ う ふ き ん

により、不足額が生じる方
か た

について、不足額の給付を

実施する準備をしており、今回の補正予算に、計上しており

ます。また、令和６年度に条例改正をいたしました、入湯税

について、令和７年３月１日分から、１人１日３００円での

賦課
ふ か

を始めております。 

 引き続き、自主財源である町税の確保と、納税秩序の維持

に努めるとともに、専門的知識及び、技能の習得を通じて、

職員の資質向上を図り、適切かつ公平な、賦課徴収
ふ か ち ょ う し ゅ う

事務の、

執行
し っ こ う

に努めてまいります。 

 

 次に住民福祉関係ですが、去る５月２５日及び６月１日に、

環境美化推進運動の一環として「町内一斉のクリーン作戦」
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を実施し、多くの町民の皆様に、ご参加いただいた中で、快

適で住みよい環境の保全に、努めていただきました。町民並

びに関係各位のご協力に、感謝申し上げます。引き続き、身

近な取り組みとして、ごみの減量化、再利用、再資源化に、

ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

 次に、健康づくり関係では、４月より、６５歳から５歳刻
き ざ

みの年齢の方を対象とした、帯状疱疹
たいじょうほうしん

定期予防接種が始まり

ました。対象となる方には、４月に通知を送付いたしました

ので、この機会を逃
の が

さず、受診されるようお勧
す す

めいたします。 

 

 特定健康診査等につきましては、４月に対象となる方へ、

ご案内したところ、５月３０日現在、１千２６４人の方から、

予約がありました。６月８日から１２月４日までの期間に、

２７日間の日程により、「東伊豆町役場」、「保健福祉センタ

ー」の会場に加え、今年度は「奈良本公民館」においても、

集団健診を行いますので、是非ご利用ください。 

 

 また、本年度より、５歳児健診を実施いたします。 
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 就学前のお子さんの発達や、健康状態を確認し、必要な支

援につなげることを、目的としております。保健福祉センタ

ーを会場とし、小児科医や発達の専門職の方々による、身体

発育状況や言語、社会性の発達確認を行い、保護者支援や、

関係機関との連携を強化してまいります。 

 

 そのほか、「健康増進」、「介護予防」の事業等につきまし

ても、５月より順次、各教室を開催しておりますので、事業

への参加により、望ましい生活習慣・知識を身につけていた

だければと思います。 

 

 次に観光関係ですが、令和６年度の入湯客数は、６７万９

千８５５人で、前年対比６.６パーセント、４万２千２１３

人の増となりました。インバウンドも含め、町を訪れる方が

増えていると実感しております。観光関係者の皆様の努力に

感謝するとともに、町として、今後も様々な、「まちづくり

政策」を推進し、更なる来遊者の増加に努めてまいります。 

 

 さて、町内において開催されたイベント関係ですが、議会
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第１回臨時会でもご紹介いたしました「春色食夜市
は る い ろ し ょ く よ い ち

」には、

５千２００人もの来訪者があり、大盛況となりました。今後

も、継続的にお客様を楽しませ、年間を通じて切れ目のない

誘客を図れるよう「熱川に九份が灯る。まちづくり協議会」

が、中心となり、進めていくとのことですので、町といたし

ましても、できる範囲において、可能な支援をしてまいる所

存でおります。 

 

 稲取細野高原にて実施された「山菜狩り」は、入山者数が

３千１６人で、昨年度比３３.６パーセントの増となりまし

た。天候にも恵まれたようですが、素晴らしい自然環境及び

景色を求め、来遊される方も、多かったとのことですので、

癒
い や

しの空間を楽しむお客様が、今後も、増えていくことを望

んでおります。 

 

 これからも「細野高原みらい協議会」が中心となり、観光

活用及び環境保全、教育など、様々な面での検討を、お願い

する次第であります。 
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 ４月１８日から２０日までの、３日間で開催された「レイ

ンボー・ディスコ・クラブ」は、天候にも恵まれ、延べ９千

人もの、来訪者があったと聞いております。本年も、世界的

に知名度のあるアーティストを招くなど、大変、魅力のある

音楽イベントとして定着しております。 

 町の宿泊施設を、利用していただく方も大変多く、宿泊事

業者からも、感謝されるイベントになっております。また、

お子様を含め、家族連れで参加する方も多く、音楽とともに

キャンプを楽しんでいる様子も、印象的でありました。今後

も町民の皆様から、御理解をいただきつつ、継続されること

を願っております。 

 

 大川地区では、大川竹ヶ沢
た け が さ わ

公園での「ホタル観賞の夕べ」

並びに、奈良本地区では、奈良本けやき公園での「ホタル観

賞会」が、それぞれ実施され、数多くの来訪者で賑
に ぎ

わいまし

た。近年、海外の方が増えてきているとのことですので、こ

れまで以上に、人気が高まり、注目を集めるイベントとなる

ことを期待しております。 
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 ５月６日に計画されておりました「第６９回・町民ゴルフ

大会」は、雨天のため残念ながら中止となりました。第７０

回大会は、１１月１６日の開催が決まっているとのことです

ので、町民の皆様には、多数の参加により、本大会を盛り上

げていただければと期待しております。 

 

 そのほか、キンメマラソンには、過去最多となる３千３０

人の方にエントリーいただき、さらには「日本のランニング

大会１００選」に選ばれるなど、全国的な大会に育ってきた

と感じております。 

 昨年に引き続き、「台北駐日経済文化代表所
たいぺいちゅうにちけいざいぶんかだいひょうどころ

・横浜分所
よ こ は ま ぶ ん し ょ

」の

「張淑玲
ちょうしゅくれい

」所長にご参加いただき、私も走らせていただきま

したが、沿道の皆様から、とても暖かい声援をいただき、感

動いたしました。 

 また、台湾からは、昨年より交流のある、田中マラソンか

らの協賛に加え、新たに台南
た い な ん

市からの参加、出店もいただき、

益々交流が盛んになっております。大会がさらにグローバル

となり、熱を帯びていく未来が、見えるような気がしており

ます。 
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 大会をお手伝いいただいた、各区の皆様をはじめ、多くの

方々の協力のもと、実現している大会ですので、皆様方に心

より感謝を申し上げます。 

 

 次に、商工関係ですが、継続して実施しております「リフ

ォーム補助金」につきましては、令和６年度も多くの方から

ご利用いただき、補助額は１千１８３万５千円、工事費全体

では９千４百２２万２千円となり、個人のリフォーム需要を

受けて、町内リフォーム関連事業者への、支援ができたもの

と認識しており、本年度も積極的に、ご活用いただければと

望んでおります。 

 

 次に農林水産振興についてですが、農地の見える化、ＤＸ

化の一環として、令和６年度から現在、紙ベースで管理され

ている過去の農地申請情報の、デジタル化を進めておりま

す。過去５０年以上に渡る膨大
ぼ う だ い

な情報量となりますが、利便

性向上に向けて、今後も引き続き、整備に努めてまいります。 

 また、現在、異常気象が常態化
じ ょ う た い か

する中、気候変動による環

境の変化が、農漁業にとって、深刻な問題となることが懸念
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されることから、関係機関との連携や、情報共有を図ってま

いりたいと考えております。 

 

 次に、ふるさと納税関係についてですが、令和６年度の、

寄附額は約５億５千５００万円となり、前年対比では、５千

４００万円の減となりました。 

 寄付額減少の原因は、全国的な物価高騰の影響により、米

や日用品などを返礼品
へ ん れ い ひ ん

とする自治体に寄附額が増えたこと、

令和５年１０月のルール改正による、駆け込み需要の反動が

出たことなどによると分析しております。 

 しかしながら、寄附件数は増加していること、令和４年度

との比較では大幅に増加していることなどから、新規の寄附

者を獲得する方策は、成功していると考えており、引き続き、

新たな返礼品の掘り起こし及び、リピーター対策に力を注い

でまいりたいと考えております。 

 

 次に、建設整備関係ですが、令和４年４月から通行止めと

しております、白田川橋の今後について、５月１３日に町民

の皆様への報告会を開催し、橋の架け替えはせず、単純撤去
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とすることを説明いたしました。今年度は、橋台を除く橋の

撤去を予定しておりますので、地域の皆様のご協力をお願い

いたします。 

 

 地籍調査事業についてですが、賀茂地域１市５町と静岡県

で共同実施に関する協定を結び、平成２９年度より実施して

おり、今年度は洪水浸水想定区域を含む、白田地区の旧

森恒医院
も り つ ね い い ん

から、稲取片瀬線までの白田川右岸、片瀬地区の稲

取片瀬線から、湯ヶ岡赤川線までの白田川左岸の「白田Ⅱ・

Ⅲ地区」、「片瀬Ⅲ・Ⅳ地区」の０．２２平方キロメートルに

ついて、官民すべての筆界
ひ っ か い

を確認するため、業務委託する予

定でおります。対象地区の土地所有者におかれましては、境

界立会等ご協力をお願いいたします。 

 

 次に、防災関係についてですが、４月２４日早朝に、年度

当初の職員動員、情報伝達訓練を実施し、３０分以内に参集

できる職員数の検証を行いました。対象となる職員１３３名

中、９７名、７２．９％の参集を確認しましたので、今後の

計画策定等の参考として活用してまいります。 
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 今月は、土砂災害防止月間となっております。６月１日に

は、入谷区町内会をモデル地区として、下田土木事務所職員

による土砂災害、防止講習会を実施したほか、各地区の自主

防災会役員を中心に、防災委員、消防団員及び地区住民によ

る土砂災害危険地域の見回り、危険区域内に居住する、住民

への啓発・啓蒙活動を行いました。 

 

 昨年に発生した奥能登
お く の と

豪雨災害をはじめ、全国各地で大規

模な水害及び土砂災害が発生しておりますので、土砂災害危

険地域にお住いの皆様におかれましては、平時
へ い じ

から食料品等

の備蓄、避難方法、避難経路及び避難場所の再確認、大雨が

想定される場合は、事前防衛を含めた早期避難行動をお願い

いたします。 

 

 また、町では気象条件に関わらず、屋内でも同報無線の音

声を聴くことができる、スマートホン用のアプリケーション

として、「コスモキャスト」を無償で提供しております。さ

らに、町からのメールなどの情報をテレビに表示、音声で着

信を伝える、テレビ・プッシュ・システムの導入について、
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補助制度を設けておりますので、それぞれの家庭環境、状況

に合わせ、導入を検討いただきますよう、お願いいたします。 

 

 消防団関係では、４月６日に入団式を行い、再入団の団員

を含め、新たに１２名の消防団員が、加入することとなりま

した。３月をもって、退団された団員の皆様には、長期間、

消防団活動を通じ、地域貢献に寄与していただきましたこと、

心からお礼を申し上げます。引き続き、機能別消防団員への

ご登録をいただき、地域のために、ご活躍いただけることを

願っております。 

 

 消防団員の皆様には、訓練等を通じ、消防団本部、各分団、

消防団員一人ひとりの技能向上、体制強化に努めていただく

とともに、消防署との緊密な連携により、自然災害等を含む

あらゆる災害に備えていただけるよう、お願いするものであ

ります。 

 また、消防団は全国的に若年層が減少し、団員確保が難し

くなっております。当町も例外ではなく、団員の確保はもと

より、様々な課題解決が必要不可欠と考えております。 
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 そこで本年度より、消防団の改革推進担当副団長１名を、

新たに設け、改革推進及び、課題解決に取り組んでまいりま

すので、ご理解とご協力をお願いいたします。町といたしま

しては、想定される様々な災害に備え、安心・安全なまちづ

くりを、さらに進め、防災・減災に努めてまいります。 

 

 交通安全関係では、４月６日から１５日まで、交通事故防

止の徹底を図ることを目的に、春の全国交通安全運動を実施

し、４月９日には、交通指導員、消防団、ＰＴＡ等のご協力

をいただき、朝の街頭指導を行いました。参加いただきまし

た関係各位には、お礼を申し上げます。 

 町民一人ひとりが、自らの交通安全に対する意識を高め、

交通ルールの遵守
じゅんしゅ

と交通マナーの実践を、習慣付けていただ

けるよう、お願いいたします。 

 

 次に教育関係についてですが、ひがしいず幼稚園では４月

に６名の新入園児を迎え、合計１５名の園児により、令和７

年度をスタートしました。少人数ではありますが、異年齢児
い ね ん れ い じ

の関りが多く見られ、「夢中になって遊び込める子」という
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目標に向かって、互いに育ちあう様子が見られております。

また昨年、園庭に植栽した芝生も定着し、天気の良い日は、

子供たちが裸足になり、元気に走り回っております。 

 

 本年度、稲取小学校では、１９名の新入生を迎え、合計で

１５０名、熱川小学校では、１２名の新入生を迎え、合計で

１３１名、また、稲取中学校では、２６名の新入生を迎え、

合計で１０４名、熱川中学校では、２６名の新入生を迎え、

合計で６８名の児童・生徒により、教育活動をスタートしま

した。それぞれの学校において、児童・生徒一人ひとりの学

力向上及び、健やかな成長を目指すと共に、学校教育目標の

達成に向けて、日々の教育活動に取り組んでおります。 

 

 ５月１９日には、稲取小学校において、６月２日には、熱

川小学校において、それぞれ、運動会が実施され、児童たち

が協力し合い、力いっぱい競技に臨
の ぞ

む姿がみられました。 

 明るい笑顔とともに、一丸となって目標に向かう経験を通

じて、仲間意識や達成感を味わうことができたのではないか

と感じております。 
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 社会教育関係では、５月１８日に「高尾山
た か お さ ん

ハイキング」を

実施いたしました。町内在住の小学５年生以上を対象に、参

加者を募集したところ、２３名の申し込みがあり、参加者は、

高尾山を思い思いに散策し、新緑の季節に自然を満喫しなが

ら、健康増進及び、相互の交流を深める良い機会となったも

のと考えております。 

 

 こども達の郷土への理解と愛着を深める「東伊豆町ふるさ

と学級」は、本年度、稲取・熱川あわせて学級生７９名の申

し込みがあり、６月４日には大川地区において、開級式と合

わせてホタル観賞を行いました。 

 

 その他、文化・生涯学習・スポーツ等の各教室及び事業に

つきましても、順次、スタートを切ったところでございます。

これらの事業が、多くの町民の皆様の参加のもとに、活発な

活動として展開され、町民相互の交流や、活性化につながる

ことを望んでおりますので、ご興味のある方は、是非ご参加

いただければと思います。 
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 町立図書館では、６月１９日から３０日までの間、蔵書
ぞ う し ょ

点

検作業のため、休館とさせていただきます。町民の皆様には

ご不便をおかけしますが、ご理解のほど、よろしくお願いい

たします。 

 

 次に、水道事業関係ですが、令和６年度の水道事業会計は、

３月末で出納を、閉鎖いたしました。概要といたしまして、

収益面では、観光客数の増加などにより、営業収益が前年対

比１６０万円、０.４％の増収となりました。 

 費用面では、動力費である電気料金や、物価の上昇などの

影響により、営業費用が前年対比１千１００万円、３％の増

となり、経営的には非常に厳しい状況ではありますが、１千

６００万円の純利益を確保する事ができました。 

 

 ２年連続で黒字を確保できておりますが、経常的な経費の

増加に加え、今後、見込まれる浄水場の建設、施設や管路
か ん ろ

の

老朽化対応なども必要であり、今後も厳しい経営状況が想定

されておりますが、将来にわたり、水道事業を安定的に継続

していくため、本年度、経営戦略の見直しを行います。 
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 また、経営戦略の見直しが完了いたしましたら、水道料金

等、審議会を立ち上げ、料金改定について検討を始めたいと

考えておりますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

 本年度は、行政事務のＤＸ化、ペーパーレス化を推進する

ため、４月より文書管理の電子化に取り組んでおります。 

 また、根拠法令等を明確化し、政令の趣旨をよく理解して、

恣意
し い

的な拡大解釈のないよう、留意する観点から、３月に「東

伊豆町における、随意契約ガイドライン」を策定し、例外的

な契約方式である随意契約について、適正に進められるよう

努めております。 

 引き続き、既存事務の見直しを図りつつ、事務の効率化、

適正化に努めてまいります。 

 

 終わりに臨み、梅雨入りとなりましたが、町民の皆さま、

並びに議員各位におかれましては、健康に十分留意をされ、

来るべき夏の観光シーズンが、活気に溢れることを祈念いた

しまして、行政諸般の報告とさせていただきます。 

 


